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睡眠ブラキシズムと自律神経活動の関係 





































に対して約 16 倍、副交感神経活動は、一晩の平均に対して約 3 倍となっていた。
ブラキシズムの咬筋活動は、平均 15%MVC で、最大のものでは覚醒時の最大咬
筋活動時の 150%以上のものも認められた。ブラキシズムイベント時間の長さと
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動きを記録する2軸加速度センサー（ACC, ADXL202E, Analog Devises Co. Ltd.，
Norwood, MA, USA）、赤外線カメラ (TLV－3060, Daiwa Co. Ltd., Tokyo, Japan)、
脳波計（EEG, Poly Mate AP1124,TEAC Co. Ltd., Tokyo, Japan）、筋電図（EMG、
SN700, Techno Science Co. Ltd., Tokyo, Japan）、心電図 (ECG, Poly Mate AP1124, 





筋活動の基準とする目的で、5 秒間 3 回行わせて、その時の咬筋活動（maximum 
voluntary contraction, MVC）を記録した。睡眠中の筋活動は、この MVC を 100％
の活動として、その活動割合をパーセントで表すこととした (%MVC)。 




































(Analog Recorder Pro. G1 System Co. Ltd., Tokyo, Japan) を用いて心電図のR-R間
隔変動から自律神経の周波数成分を分離するためにスペクトル解析を行った。
解析は、時間分解能に優れたガボールウエーブレット解析により解析を行い 37)、
LF、HF、LH/HFの経時的なトレンド波形を作成した (図2)。 低周波成分のLF (low 
frequency) は、0.04 ～ 0.15Hzの周波数帯からなり心臓迷走神経系と心臓血管交






























活動と自律神経活動の評価を行った (図 5)。 
① ブラキシズムイベント時の副交感神経活動におけるピーク前後 5 秒の平均値 
9 
 
② ブラキシズムイベント時の交感神経活動 におけるピーク前後 5 秒の平均値 
③ ブラキシズムイベントの時間 (sec) 


















その後、副交感神経が賦活する Pattern A が全体 (総ブラキシズムイベント数
356)の 93.3％を占めていた (表 2)。また、その Pattern A においてはブラキシ
ズムの活動開始の平均 11.8 秒前に交感神経が賦活し始め、ブラキシズムの活








して約 16 倍、副交感神経活動は、一晩の平均に対して約 3 倍となっていた。ブ
ラキシズム時の咬筋活動は、平均 15%MVC で、最大のものでは覚醒時の最大咬







交感神経活動とブラキシズムイベントの時間の長さは、被験者 11 人中 7 名にお
いて有意な相関関係が認められた。その代表例を図 7 に示した。ついで、副交
感神経活動とブラキシズムの筋活動に関しては被験者 11 人中 5 名において有意
な相関関係を認めた。その代表例を図 8 に示した。 
交感神経活動とブラキシズムの力の強さは被験者 11 名中 2 名、副交感神経活








交感神経が賦活するというパターン (Pattern A) であった。また、交感神経活動
は、ブラキシズムイベントの時間の長さと有意な相関関係が被験者 11 名中 7 名
という多くの例で認められ、次いで副交感神経活動は、ブラキシズムの筋活動























































2. ブラキシズムイベント時の交感神経活動は、一晩の平均値に対して約 16 倍、
副交感神経活動は、一晩の平均に対して約 3 倍となっていた。 
4. ブラキシズムの咬筋活動は、平均 15%MVC で、最大のものでは覚醒時の最
大咬筋活動時の 150% 以上のものも認められた。 
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図 1 睡眠ブラキシズム活動の記録 
A は、この研究で使用した 2 軸加速度センサー (ACC) を示す。B は、前頭部の
左右的中心部に基準 ACC を、またオトガイの左右的中心部に運動記録用の ACC
をそれぞれ装着した状態を示す。咀嚼筋活動を計測する表面電極は、左右咬筋
部に装着した。 



















ガボールウエーブレット LF, HF, LF/HF トレンド波形 








































































・ブラキシズムイベント時の副交感神経活動におけるピーク前後 5 秒の平均値 



































































・交感神経 (SNS: Sympathetic nervous system) の平均活動開始時間：ブラキシズム
活動開始の平均 11.8 秒前 
・副交感神経 (PNS: Parasympathetic nervous system) の平均活動開始時間：ブラキシ
















交感神経活動 (LF/HF Activity)、 副交感神経活動 (HF Activity)、ブラキシズムイ


























































(Spearman の順位相関係数、rs = 0.46, p<0.05) 
 
 
 
 
 
 
 
 
